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マ
ル
ク
ス
主
義
の
，
社
會

階

級

論

こ

？

. 

加
田
哲

I :

】
:

'

、

マ
W
ク
ス
主
義
は

®
々
階
：級
的
學
說
：で
あ
る
^
云
は 

れ
て
ゐ

'る
o
フ
ラ
ン
ツ

•
ォ
ッ
ぺ
ン
、ノ

イ
マ
ア
は
を
の

「

マ
 

■デ
ク
ス
社
會
學
の
原
歡
し

F
I
Z

 

oppenheimer. 

D
a
s

 

Grundeesetz. d
er

. 

marxschen 

Gessellschaftslelire 
の 

結
論
の
中
で
次
の
や
ラ
に
云
つ
て
ゐ
る

"「

マ
ル
ク
ス
が

;
影
響
の
原
因
で
も
あ
り
，
彼
.の
體
系
の
.內
部
的
顔
澌
の 

原
因
で
I

あ
る
。

マ
火
ク
ス
が
そ
の
天
才
を
以
て
こ
れ 

ら
の
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
階
級
學
說
を
打
ち
立
て
た
こ
ビ 

に
よ
.つ
て
の
み
、
そ
の
£ :
大
«

影
響
は
存
す
る)
こ
の 

\

こ
ど
に
よ
つ
て
の
み
、
.彼
は
全
世
界
の
階
級
意
識
の
.あ 

\

る
ブ
ロ
レ
タ
ヅ
ア

I

V
の
神
的
指
導
表
ど
な
つ
：た
。
こ 

\

の
乙
^

に
よ
つ
て
の
み
、
彼
の
-資
本
論
は
プ
ロ
レ
タ
リ 

ア
の
■

典
C

な
つ
た
の
：で
あ
る
。(

こ
の
こ
ビ
は
マ
ル
タ 

ベ
シ
ス
テ
ン
の
反
對
の
意
見
が
あ
る
に
も
拘
ら
す
、
民
衆 

I

に
對
す
る
影
響
の
原
因
で
は
な
ぐ
し
て
、
障
害
^
尨
つ 

\

れ
も
の
^
,
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2

分
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す
る
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マ
ル
、
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\

シ
ズ
''
ム
の
批
評
家
ク
ラ
ジ
ミ
ー
,

，
シ
ン
コ
ク
V

も
ま
：
 

\

，た
云
ふ
。「

全
體
^

し
て
.の
マ
ル
キ
シ
ス
ム
は 

一
®

階
®, 

的
敎
義
即
ち
。フ
ロ
.レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
敎
義
で
あ
る」

ど
o

當
時
の
階
級
曝
の
狀
態
が
甚
だ
必

f

し

て

ゐ

た

階

(

s

u

 M
a
r
t

 V
I
S

 

S
I
S
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p. 

IS6) 

級
的
學
？

。フ
口
レ
タ
リ
ア
I

ト
に
供
給
し
れ
こ
ビ
こ
の
こ
と
は
マ
ダ
ク
ス
批
評
家
に
ょ
つ
て
の
み
生

1

 

は
、
S

歴

史

的

霞

I

I

共
に
、
彼
の
.偉
S

れ
る
の
で
は
s

;°
自
ら
純
1

Z

キ
シ
ス
ト
の
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\

乘
る
も
の
に
お
い
.て
も
發
見
す
る
こ
^
が
出
來
る
？
今 

そ

.0
1
例
1̂
し
て
口—

-ザ
‘
.ル
ク
セ
ン
、'フ
ル
.ヒ
女
史
を

'.書

る

。
，s

 
く

「

階
級
鬪
爭
の
Ja
地
か
ら
見
て
、
：：そ
®
 

.理
論
的
の
開
®

は
，次
の
如
X
.で
，あ
る
。
餘
剩
價
s -
の
起
' 

源
,

••
«

ち
奪
掠
の
科
摩
^
!
！
明
、
並
K

生
瀣
方
法
の
it 

會

化
<
の
傾
向
、.

即
.
^g

會
革
命
の
屢
觀
的
基
礎
0

科
ー 

學
的
說
明
が
こ
れ
で
あ
る
。
：
こ
れ
ら
の
間
題
は
資
本
^
, j  

#

一
 

卷
の
中
で
答
ベ
ら
，れ
て
ゐ
る
。を
は「
收

奪

者

の

收I  

奪」

ぃ
を
议
て

フ
餘
剩
偕
値
の
'生
產
並
に
資
本
の
加
增
的I  

集
積
の
必
然
的
結
果
で
あ
るV

,

推
理
し
た
。;
勞
働
運
動 

の
理
論
的
必
要
は
大
體
に
お
い
て
、

こ
れ
に
ょ
つ
•て
充 

た
さ

れ
お
の
で
あ
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私

は

マ
,

ク
ス
、主
義
は
'
1
0階
級
的
敎
義
で
あ
る
か 

6

>

そ
：れ
だ
け
價
値
の
-少
な
い
も
の
で
あ
る
ビ
云
ふ
意 

味
に
あ
い
て
、
以
上
の
引
用
を
敢
え
て
し
た
の
で
は
な

'
 S

 

o
マ
ル
ク
ス
主
義
が
階
.級
的
敎
義
€

云
は
れ
る1

半 

の
理S

は
そ
が
嚴
密
に
階
級
の
本
質
ど
諸
階
級
間
の
_ 

爭
の
事
實
を
聽
識
し
れ
こ
^
に
あ
る
だ
ら
.ぅ
。
こ
の
® 

，に
あ
い
て
マ
ル
ク
ス
主
義
は
自
餘
の
社
會
學
說
に
就
い 

'て
、數

步

を

抽

ん

出

て

ゐ

る

V

云
ふ
こ
ご
が
出
來
る
^J®

 

ふ
"
.私
の
本
論
に
あ
い
て
目
的
^
す
る
亡
乙
ろ
は
、gn 

-:
»
の
本
質
、
階
級
間
の
社
會
的
現
象
に
就
て
如
何
な
る 

考
へ
を
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
懷
い
て
ゐ
た
か
を
解
說
し 

や

ぅ

皮

す

る

に

あ

る

.。

.
"マ
ル
ク
ス
が
社
會
關
係
を
經
濟
的
C
見
た
こ
^
は
間 

:

_
'0
事
度
で
ぁ
る
。
彼

の

「

經
濟
學
批
判」

の
序
文
は 

こ
の
こ
ビ
に
對
す
る
顯
著
な
宣
.明
で
あ
る
。
今
他
の
場 

へ
'4
に
つ
い
て
彼
の
經
濟
的
秕
會
觀
の
一
例
を
、「

«
銀

勞

 

働
ビ
資
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げ
る
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そ
の
中
に
マ
ル
ク
ス
は

ノ 

.

衾

；' 0

て
.
ゐ

る

：
。

「

生
‘
產

に
.

お

；
い.

-1
:

'

.人

对
^

0

1^
_
:
^
對

し

て

作
 

知

-'
t
ろ
の
み
^
ら
.す
、
人
間
相
互
に
作

11

:1

す
る
o
彼
等 

^

^

方̂
法
^
あ
い
^
協
嫌
し
ハ
-ま
れ
相
芨
に
を
の
行
： 

#,
.5
f
:交
換
す
る >」

€
に
ょ
つ
V
0

み
生
®
す
る
。
生
產

す
名
^

め
it
:
:は
/

被
等
は
相
®

に

r

定
の
關
.係
^
條
件

.

.

.

.

.

.

.
' 

. 

.

.

.

.

.

.

.

;̂:
:^
入
名
。
さ
ぅ
し
て
こ
れ
ら
の
社
會
的
關
係
の
魏
圍 

-に
，お
^
,ヤ
0
み
、：

彼
等
は
自
然
^
篇

し

、
生
産
は
可

': 

,

尨
名
。
连
產
者
間
0
上
机
ら
0
社
會
的
關
係
並
に
:
 

:

:

•

が
:^
':
0
府
爲
を
兹
％
し
？
生
.靡
切
集
合
的
行
動
に
..
'

'

。員

す

る

儋

件

尨

，
连
產
手
.段

繼

質

に

施

っ

て

_
雜 

。■，̂

■^
^

^

。
.
'
，•
•.
.個
人
が
そ
^
內
衫
あ
^
て
性
產
す
名 

郞
1

#

^

生
_

關
保
:«
物
質
的
.の
.生 

.產
手
段
即
も
生
產
カ
の
養
化
义
發
瓞
に
從
っ
ヤ
變
化
す
、.
 

」

る
: "
生
產
關
係
0
奋

體

が

吾

、
々
：
の

所

謂

»

會
關
係
服
社
. 

俞
を
桃
成
す
る
。
特
定
の
_

波
的
發
展
階
«

に
お
け
る 

:)
|
1
:食
、
特
定
的
の
性
質
を
有
す
る
社
會
を
形
成
す
る
。」
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K
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u
t
s
k
v
^
A
.
u
s
g
a
b

n»
»;
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義

T
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a
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H
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H
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マ
ル
ク
ス
は
か

-

^

濟
的
：社
會
觀
か
ら
出
發
し
て
社
命
階
級
の
本
«
を
決
定 

.

.•L
や
ぅ
.̂
す
る
。
社
會
は
以
上

0
如
く
人
類
の
欲
望
充
.

，足
の
た
め
の
活
動
の
全
體
で
あ
る
が
> 
そ
の
社
會
的
の
.

:

全
體
の
經
營
の
內
部
に
おS

V

相
互
に
同
一
な
關
係
を
、

，
.
 

結
び
、
且
つ
經
濟
行
爲
の
同一

の
範
疇
に
属
す
る
個
人 

並
：に
圈
體
が
存
す
る
が
、
.

「

こ
れ
が
一
の
階
級
を
形
成
す
：

る
も
の
で
あ
る

。
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r
x
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M
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o
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o
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s
^
52-53)

:,
\

i

/'^
ク
.
.
'
ス
逢
義
の
階
級
區
別
の
標
傘
は
財
産
の
大
、
：
:
:
:
:

 

:
.小
、断
得
.の
高
祗
、も
し
く
は
.職
業
別
に
ょ
る
の
で
は
な，

•い
。
を
切
，.標
準
は
'經
濟
行
爲
の
«
類
、
並
に
を
れ
に
ょ
.つ 

:て
決
觉
せ
も
'れ
る
#1
:
會
成
*
間
の
地
位
で
あ
る
.。

マ
ル 

ク
ス
の
廣
本
論
第
三
卷
の
.原
稿
は
社
會
階
級
論
の
序
論 

:u
終
：つ
て
ゐ
る
が
>
:%
こ
で
はr

ル
ク
ス
は
親
代
の「

市 

■f
t
會
階
級
論
:

,

第
十
！號

k
セ
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十

六
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一五五
八
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雜

錄

マ

.̂
ク
ス
主
義
の
社
會
階
級
論
：

:

：
 

V
'

第
十
二
鱗 

五

八

，

极
的」

即
ち
資
本
制
社
會
に
お
け
る
社
會
階
級
を
三
つ
’

そ
0
下
位
に
來
る
階
級
並
に
傍
系
の
階
級
を
論
じ
て
ゐ 

‘
に
分
け
て
ゐ
る
。(
一)
土
地
^

有
者
並
に
地
代
の
享
有
.

る
。
例
へ
ば
工
ン
ゲ
ル

.ス
は

:#
,の

.

「

獨
^
員
民
戰

#」

，

.
者
し
て
の
地
主
、

(

二)
資
本
利

®

獲

得

の

た

め

，
に

他

.D
e

r  

d
e
u
ts

c
h
e

 

B
a

u
e

rn
k
d

e
g

,:

の
序
文
の
中
で
1

民 

人
の
勞
働
力
の
利
用
者
ど
し
て
、
，：

1

方
に
は
資
本
家
、他
階
級
を
別
つ
て
ニ
つ

€

し
て
ゐ
る
。

(

3. 

A
&

a
g

e

 

S
.

方
に
お
い
て
は
、
投
資
家
並
に
金S

T
C

lli)

賃

銀

に

對j  

2
2

 

R
V
即
ち
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
ダ
ル
ジ

W

ア
ジ

I

t

 

し
て
そ
の
勢
働
カ
：の
賣
手
\£
:

し
て
0
勞

働

者

が

こ

れ

で

‘
て
數
ベ
て
ゐ
る
大
農
並
に
獨
立
の
經
濟
を
行
つ
て
ゐ
る
: 

o 
^

 

^

 

K
a

p
ita

l.s
e

 

\

小
農
が
そ
れ
で
;|
>
る
。
そ
れ
ミ
同
樣
に
彼
れ
は
エ
業
的 

f
s

e
}

こ
れ
：ら
'の
階
級
.は
麻
會
的
生
摩
の
過
，程
に
：お
い
：
|

«
市
勞
働
者
の
階
級
ミ
田
園
的
農
業
：日
，«
勞
鈒
勞
働
者
，T

”  

て
多
，ぐ
の
下
位
階
級
に
分
た
れ
る
。
例
へ
；ば
地
主
は
そ
一
の
階
級
；

W

を
分
つ
て
ゐ
る
。(c

u
n
o

w
...  A

;  

a
.  

p
 s

,  

の
取
得
ず
る
地
代
^

*2
,つ
：て
生
活
す
る
こ
^ :
も

出

來

る

ー5
3

y
,

.

:し
>
逢

f
e獨
立
.の
經
濟
を
：營
む
大：

小
農
^
な
る
こ
ど
も」

，
.力
ア
> 

,マ.ルV

ス
は
一
:八
四
八
年
の
革
命
當
時
^

「

;
 

得
る
。
こ
れ
ビ
同
じ
や
ぅ
に
#
本
家
は
例
へ
.ば
金
融
業
お
け
る
獨
逸
の
社
會
狀
態
を
描
い
て
，
f

 

者
に
も
>
銀
行
家
に
も
？
大
エ
« :
家
に
：も
，
大
商
人
に
—
1

1̂

>
§6

へ
寄
書
を
し
て
；.ゐ
る
が
、
そ
の
中
に
當
時
の
：

:

も
、
.船
舶
所
有
考
に
も
、
：小
賣
商
に
も
な
6
得
る
。
，こ

.獨
逸
に
お
け
る
階
級

.«
^
を
可
成
に
詳
細
に
描
い
て
ゐ 

し
9

外
^

ま
た
中
間
的
地
位
を
占
め
る
中
間
階
級
が
存
す
；

.る
。
.
一

八

五

.
一

年

九

月

に

ロ

 

v

ド

ン

に

お

い

て

英

文

で

.

;

:'
^

?
マ
ル
ク
ス
並
に
ェ
ル

.ゲ
ル
..ス
'は
そ

0

政

治

的

現

象
;
執
摯
せ
：ら
れ
、
十
月
：

H

十
五
日
の
同
械
に
截
づ
た

一論 

を

論
-t
>.
.於

諸

谱
-R
'お
..
v
.f
、
,以
上
-，の
.

一 .li  
大
隙
栽
：の

外..
私
，
文
' 'G

e

-̂m
a
n
y  

wt
.̂
h
e:
 

;o
‘u

tt>
re

p
k.  

o
£ 

..

:

.tfon 

3
が
こ
れ
.で
あ
る
。C

て
の
論
文
は
-そ
の
連
續
0
諸

_ 

.

■'「

最
後
に
^
農
皮
極
小
農

.ど
の
大
階
殺
が
あ
る
。こ
れ
，

論
文
€
共
に
マ
ル
ク
ス

.の
娘
.

H

ジ
ア
ノ
ル
：
.

v

マ
，
.ル
タ
ス
‘

の
，階
.級
は
、
農
業
勞
働
港
を
加
へ
て
全
殿
民
の
.大
多 

H

グ
土
リ
ン
グ
に
-ょ
つ
て
編
輯
せ
ら
れ
、R

e
v
o
l
u
t
i
o
n

數
を
形
成
す
る
。
乍
然
，
，

」

の
階
級
は
ま
た
種
々
の 

and: Counter-Revolution 

or 

G
e
r
m
a
n
y

 in 

1
8
4
8

ビ
ム
小
部
分
に
細
分
せ
ら
れ
る
。
第
，一
に
、
窗
裕
な
農
業 

し
て
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
。
今
引
用
は
.Sod

a
l 

S
d

e
n

c
e

者
、
獨
逸
に
お
.い
て
大
農
並
に
中
農Gross 

u
n
d

 

Series

中
：'の4

書
ビ
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
：に
依
る
J

. :M
i
t
t
e
l
-
B
a
u
e
m

^
呼
ば
る
、
も
の
で
あ
る
0

彼
等
は

• 

' 

V 

. 

.

.

. 

.

.

. 

... 

.

.

.

.

.

.

.

. 

■ 

. 

" 

. 

• 

I
. 

 ̂

- 

、 

.

.

. 

.

.

. 

.

.
n
封
建
的
所
有
制
度
の
殆
ん
：

V

到
も
^
,
こK

で
行
ぬ
.j  

:

.多
少
共
廣
大
な
農
場
の
所
有
者
で
、
各
.々

數

人

の

農

.
: 

.

れ
て
.ゐ
た」

，(

？ 

4
)

當
時
に
お
い
て
は
封
建
貴
族
は
甚|

業
勞
屬
者
の
勸
勞
を
用
ゐ
て
ゐ
る
。
こ
.の
階
級
は
租 

だ
'勢
力
が
あ
つ
h

乙
れ
に
反
し
て「

獨
逸
め
ブA

ジ
ョ|

稅
赋
課
を
免
れ
て
ゐ
る
大
封
建
的
地
主
：ど
小
農
努
働 

:
ア
ジ
，丨
は
佛
蘭
西
ま
た
は
英
國
の
ズ
ル
ジ
：ョ
ァ
’ジ
ー
程
者
ミ
の
中
間
に
位
し
て
ゐ
る
。

.
彼
等
が
f

.
の
反
封
" 

富
ん
で
も
ゐ
，な
い
し
、
集
中
も
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
。」

I

歡
的
中
產
階
雜
さ
同
盟
を
結
'ぶ
こ
^
は

そ

の

最

も

自
： 

<
p

.  4
)？

っ
し
て
國
民
の
大
多
數
ば
貴
族
に
も
、
ブ

ル

j  

•

然
的
な
政
治
的
經
過
t

し
て
明
か
に
理
由
が
あ
る
。

ジ
ョ
げ
ジ
ー
K
も
屢
し
て
ゐ
な
い
で
、都
市
に
：お
い
て
は
:'
-

:
第
二
に
、
，佛

-M
西
太
革
命
の
巨
大
な
打
.擊
に
ょ
つ
て 

小
商
人
階
級
^
勞
働
者
で
あ
り
ク
地
方
^
お
い
で
は
農
封
建
主
義
が
征
服
せ
ら
れ
た
ラ
ィ
ン
地
方
を
支
配
し 

.夫
で
あ
つ
た
。(

1

>
,7)

さ
ぅ
し
て
農
民
階
級
は
尙
ほ
幾
て
ゐ
る
小
世
製
地
主Small 

free holders

が

あ

る
.0 

多
の
小
階
級
か
ら
成
立
I
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
マ

ル

ク

.J

れ
ざ
同
等
の
獅
立
小
世
襲
地
主
が
以
前
そ
の
‘土
地

:
ス
は
こ
の
乙
^

に
就
い
て
次
の
や
ぅ
に
云
ふ
.て
ゐ
る
。

に
存
在
し
た
封
建
的
諸
義
：激
を
買
收
す
る
の
に
成
功

. 

:

-

. 

; 

-
. 

... 

' 

.

. 

.

.

. 

.

.

.
'

,

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

- 

.

.

.
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第
十
六
猞

(

:•

五
六
〇)

雜

錄

•

マ
火
ク
‘ス
生
義
の
社
食
階
證

第
十一

號

J t A

ハo

し
た
諸

■

に
は
存
在
す
る
。
乍
然
、
こ
の
階
級
は
單 

〕

に
名
目
上
に
お
い
て
，の
み
世
襲
地
主
の
階
級
；で
ぁ 

る
"
；

彼
等
の
財
產
は
一
般
に
擔
保
に
入
れ
ら
れ
て
ゐ 

て
、
そ
の
條
件
が
非
常
に
费
重
な
の
で
、
小
農
‘で
な 

く
，：

金
を
貸
出
し
た
金
^
業
者
.が
眞
の
地
主
で
あ
る
，
 

有
様
で
あ
る
。
第
三
に
卦
建
_

小
作
人
で
あ
る
。
彼

. 

等

は

容

.1
1

に
借
地
か
ら
f t
れ

る

：こ

^
が
出
來
な
い 

し
，
彼
等
は
永
久
の
地
代
を
支
拂
ふ
が"

y
ナ
ァ
の 

$

の
和
め
R

永
久
に
，I

,
定

量

の

勞

働

に

從

事

し

な
 

け
れ
ば
な
ら
なS

。最
後
に
農
業
勞
働
者
で
あ
る
が
、 

彼
等
の
狀
態
は
、
多
く
の
大
農
場
に
お
い
て
は
、
.英 

國
の
同
階
級
^
同

一

で

、
.
.
.
彼

等

は

貧

窮

の

間

に

そ

の
 

生
を
送
り
、
そ
の
*

主
の
奴
#

で
あ
.る
。''
::農
粱
的
、人 

ロ
：の
最
後
の
三
階
級
如
ち
小
世
襲
地
主
、
封
建
的
小
" 

.作
人
、
農
業
勞
働
者
は
、
苹
命
以
前
に
お
い
て
は
政 

治
に
そ
の
頭
腦
を
費
す
こ
か
が
な
か
っ
た
。
け
れ
で 

も
ゾ=.

*-»の
事
件
は
彼
等
に
對
し
：て
人
：輝

々
た
る
前
it
あ

る
新
發
展
の
過
程
を
彼
等
の
前
に
展
開
し
た
の
で
あ 

る
。
彼
等
の
す
べ
て
に
■
し
て
革
命
は
利
益
を
提
供 

.
し
た
。
さ
う
し
て
運
動
が一

度
巧
み
に
行
は
れ
れ 

ば
、
各
人
が
そ
の
蓮
動
に
參
加
す
る
こ
ご
が
期
待
し 

，
得
る
。
乍
然
、
同
時
に
'次
の
こ
ど
は
明
白
で
あ
&
>

.,

近
狀
諸
國

-0
歷
史
に
よ
つ
て
等
し
く
«
^
さ
れ
た
こ 

ど
で
あ
る
。
農
業
的
入
口
は
、
廣
大
な
地
積
：に
散
在 

し
、
を
の
各
部
分
の
間
に
お
け
る1

致
を
.齎
ら
す
こ 

.

.芒
の
囷
雛
の
結
果
で
し
て
"
#
て
成
功
し
た
獨
立
述 

動
を
企
圖
す
る
こ
は
出
來
な
か
つ
れ
。
彼
等
は
一 

層
集
中
さ

.れ
、

一
層
敎
赛
の

.あ

.る
、
さ
う
し
て

 

ー
« 

:
感
動
的
の
都
會
人
士
.の

，
創

意

的

の
#?
»

を

必

要

ど

す
 

る

。

」
(pp

」
2
I
.
y

こ
の
引
用
文
に
よ
つ
て
表
は
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、

マ 

ル
ク
ス
は
當
時
の
獅
逸
に
お
け
る
社
龠
階
級
を
分
つ
て 

封
.建
貴
族
、
ブ
ぐ
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
、
小
商
人
、勞
働
潸
、農
：夫 

に
分
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
農
業
從
事
者
を
更
ら
に
分
つ

「

T;
大
：屣

#
に
中
農
、
小
世
襲
地
主
、
封
建
的
小
作
人
' 

.
 

農
業
勞
働
者
に
分
つ
た
の
で
あ
る
.。 

r •

マ
ル
ク
ス
は
ま
た
そ
の
著

d
e
r ac

h
t
z
e
h
n
t
e

W
r
u
- 

rimire 、des.Houfs -Bonaparte (4
. 

A
u
H
:

 

s. 

4
0

)

の
中

で
小
市
民
を1

の
特
殊
的
階
級
、
ブ
グ
ジ
ョ
ア
ジ
ー
か
ら 

の「

-M
渡
的
階
級」

ど
し
て
ゐ
る
。
V:
然
る
に
第
五
十
：頁
に
べ 

お
い
：て
は
、
全
市
民
を
以
て
、
苒
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ダ
ー
と 

解
レ
て
ゐ
を
o
さ
ぅ
し
てr

佛
蘭
'西
に
お
.vt
る
階
級
鬪 

離
^KIassenk£mpfe 

in 

F
r
a
n
k
r
d
c
h 

184

00/
5?

に
お 

い
-て
：は
’
大
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
分
類
を
繰
り
返
し
" 

火
ダ
/-
ク
3*
ア
ジ
ー
を
金
融
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
工
業 

的
グ
ル
;̂

ョ
ア
‘ジ
1

>?
:
に
分
：つ
て
ゐ
る
o更
ら
に
一
八
七 

"
1.:.

年
の
怫
蘭
西
に
お
け
る
內
亂
に
就
い
て
の
國
際
勞
働 

者
協
會
總
會
に
お
け
る
講
演_

-Der. 

BQrgerkrieg 

iiv Frankrelch 

I

tに
お
い
て
ば
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー 

^
茶
語
0

,用
例
に
從
っ
：て
、：

中
產
階
級
^
稱
し
^
小
.商
.
 

人
、
.手
工
.業
者
を
意
味
す
る
も
の
と
し
た
。

.

(

9

0

0

声

A
.

 

p.
 

o
. S. 

5,4

ノ

'

マ
ル
ク
ス
が
資
本
論
第
三
卷
第
ニ
冊
の
最
終
の
章
で 

現
代
資
本
制
社
會

0
階
級
を
地
主
"資
本

家

"
勞
働
者
に 

分
つ
た
i
は
旣
に
雄
ベ
た
。
彼
は
そ
の
三
階
級
間
に
中
：
 

間
的
、
過
渡
的
の
階
段
の
#
す
る
こ
e
を
說
い
て「
何 

が
階
級
を
構
成
す
る
か」

の
問
題
を
起
し
て
ゐ
る
が
、 

マ
ル
ク
ス
は
こ
の
自
問
に
對
し
て
答
へ
る
處
が
な
か
つ 

た
の
で
あ
る
。
彼
は
-J

れ
に
續
く
文
章
に
あ
い
て
^

V 

職
業
が
階
級
ど
看
做
さ
るV

ハ
き
で
は
な
い
ミ
云
つ
れ
に 

過
ぎ
な
い
。
醫
師
：、
辯
»
士
> 
_

術

家

等

の
職
業
は

、.， 

そ
れ
自
體
.で
は
一
の
特
殊
階
級
を
形
成
す
る

も
の
で
は 

なs

，ビ
同
じ
や
ぅ
に
、
社
會
的
分
勞
の
結
果
成
立
し
た 

科
益
並
に
所
有
範
疇
も
階
級
を
形
成
す
る
も
の
で
は
な 

い
。
故
に
鑛
山
所
有
者
、
葡
萄
園
の
所
有
者
、
森
林
所 

有
者
も
、
石
エ
も
大
エ
も
繊
維
エ
業
勞
働
者
も
煙
草
製 

造
勞
働
者
も
そ
れ
自
■
階
級
で
は
な
い
。
何
故
に
然
る 

マ
ル
ク
ス
は
こ
れ
に
^
し
て
何
事
も
云
.は
な
い
o

i)

氣
十
六
擎
"

(1

五
六
3

雜

錄

マ

がダス
主
_
の
社
#
階
級
|
|

0
1
0



第
十
六
盤

.

C
1

.

五
六.

1
1

)
.

雜

,

錄

.
マ
か
ク
ス
主
義
の
社
會
階
級
論 

第
十一

雛 

六
ニ

，た
を
前
述
の
定
義
か
ら
推
すV

職
業
並
に
所
有
の
席
別
ぃ
. 

は
階
級
別
の
標
準
じ
は
«

‘
な
い
。
ま
允
經
濟
的
過
程 

.の
^
部
に
お
，い
て
種
.々
な
相
互
關
係
に
よ
る
地
主
を
有
::
: 

+
:し
％
ゐ
.る
勢
働
者
の
圈
體
^'
た

特

殊

な

所

有

を

取

，っ

て

： 

見

て
.も

、

を

は

階

級

，を

#!
敗
し
な
'

s

*°
:煙
草
製
造
勞
働| 

.奢
も
繊
維
エ
業
勞
働
者
も
同
じ
« ;
濟

的

條

件

の

下

，
に

、

:;
ー 

.

.賃
銀
.に
‘對
し
て
そ
の
勢
働
を
寶
ヶ
、
.同
じ

方

法

'

:(

叭
じ
一 

.

程

度

で

は

な

い

に

し

て

、も
、

.

)

で
餘
剩
勞
働
を
施
行
す
る
。
一
 

•

業
者
國(

產
業
的
>
:

」

商

業
的
並
：に

金

融

的

資

本

主

義
.
> | 

'.出
地
所
有
者
に
對
す
る
彼
等
の
生
產
的
.行
動
か
ら
起
る| 

階
級的

：#

位
は
‘同

r

で
：あ
る
.。
彼
等
は
、

こ
れ
に
よ
るI: 

y

同i.

の
'利
益
£
對
扰
ビ
を
持
つ
.て
ゐ
る
。

' .
ベ
一 

:

費

本

家

に

就

い

て

も

>

Vれ
は

同

樣

で

あ

る6
彼

が

鑛| 

山

ァ

炭

坑

、
煉

茺

、
、
燠

草

製

造

に

ぞ

の

.资
本
を
放

下

し 

::

てゐても資本家たる地位̂
就
い
て
は
同
あ 

る

。
然

る

に

エ

業

家

、
I齒
品
を
寶
買
す
る
商
人
、：

」

貨
幣 

'並
に

兩

換

に

よ

つ

そ

生

活

し

て

ゐ

，る

銀

行

家

は

同

，.一
の

:ぅ
に
資
產
の
大
小
、
所
得
；
:0
'
'*
^
も

ま

れ

用

を

な

.さ

な
 

:
い
。
人
は
上
く
云
ふ
。
あ
る
農
民
ま
た
は
手
エ
*
豸
の 

收
入
並
に
生
活
關
係
は
よ
い
地
位
の
エ
業
勞
員
罾
よ
彡 

'も
高
く
は
な
い
。
故
に
彼
等
は
：勞
働
者
階
紱
に
風
す
べ 

き
も
の
で
あ
る
く
。
ま
だ
云
ふ
。
小
商
人
の
營
業
の
何
’

| 

も
の
ぢ
彼
ft
風
し
て
ゐ
な
い
。
.彼
は
負
偾
.を
負
つ
て
働| 

い
.で
ゐ
る
R
過
ぎ
な
い
°
だ
か
6
彼
も
:̂

た
勞
働
者
で
一

<
.
.
.
. 

■ 

: 

- : 

■ .
. 

. 

- 

一-..- 

IJ

.ぁ
I

O

マ
ル
ク
ス
主
義
0
階
級
學
說
は
.か
ぐ
0

如

き

\

. 

• 

.
, 

' 

_ 

.

.

.

.

.

.

. 

_ 

.

.

. 

.

. 

〈

.こ
S
を
主
張
し
な
S
0

で
^

か
o 

.
か
ぐ
の
如
き
主
張
は
ハ| 

財
產
の
大
小
ど
所
得
^
高
低
を
以
て
階
級
別
0

檫
準
ど| 

し
た
舊
學
說
へ
の
復
歸
.に
別
«:
ら
«
い
。;
獨
立
の
農
民
： 

は
髙
給
の
勞
働
者
以
下
0

收
入
を
有
す
る
が
故
に
賃
銀 

勞
働
者
.で
は
な
い
そ
彼
は
資
本
家
に
對
し
て
何
等
の
*

一
 

銀
關
係
を
結
ん
で
ゐ
な
い
。
餘
_
豸
働
も
利
潤
を
も
生 

ー
產
U
て
ゐ
な
い
の
^
あ
る
o 

:こ
れ
K

同
樣
に
落
魄
し
た 

貴
族
ま
た
は
官
斑
は
彼
の
收
入
が
通
常
の
勞
働
者
の
收 

X
以
下
，に
下
る
が
ら
云
"つ
て
決
し
て
賃
銀
勞
働
者
で
'.

第
十
六
怨

2

至
ハ
三〕

雜

錄

H
X

ゲ
V

ス
の
ロ

.資
本
家
で
は
あ
る
が
、
資
本
制
的
經
營
の
內
部
に
★
い 

て
は
、
種
々
の
經
濟
的
機
能
並
に
相
互
關
係
に
甚
づ
<
 

.異
つ
た
地
位
を
持
つ
て
な
る
。
故
に
資
本
冢
階
« '
巾
の 

T

位
の
階
級
ど
し
て
エ
業
家
、
商
業
家
、
金
舰
家
をM

 

別
す
る
こ
と
は
芷
し
い
。

H

業
家
は
他
人
の
勞
働
力
を 

,
,購
入
し
で
、
あ
る
商
品
0
生
產
の
/2
め
の
經
營
に
こ
れ
’ 

を
利
用
し
、
さ
，
し
て
生
產
.さ
れ
た
餘
剩
憤
値
の
中
か 

&

企
業
利
潤
ヰ
し
て
の
雜
の
配
分
を
取
得
す
る
0
金
融 

家
は
利
子
を
得
て
こ
れ
に
對
し
て
資
金
を
融
通
す
る
0 

こ
の
雨
潑
共
資
本
家
で
あ
つ
て
、
社
會
的
生
座
過
程
に 

お
い
て
生
產
さ
れ
れ
餘
剩
價
値
か
ら
そ
の
所
得
を

#

:

る
。
'乍
然
、
こ
の
過
程
に
お
け
る
，彼
等
の
經
濟
的
機
能 

:
は
異
れ
る
種
.類
の
も
の
で
r
K

本
制
的
經
濟
の
內
部
は 

あ
.い
て
異
れ
る
活
動
方
面
を
有
じ
.て
ゐ
る
。
故
に
彼
等 

の
間
に
は
利
#

の
不
一
致
が
時
ど
し
て
あ
り
得
る
の
で
，
 

あ
る
。 

：

、.
階
離
K

別
の
檄
準
と
し
て
職
業
が
用
を
な
さ
な
い
や

tjfa
—

a
w

a
—

I
WB

W
B

M
—

—
—

—

a—
a
M

M
M

M
aB

—
M

a
B

M
-
iB

—
M

a
m

—
M

M
B

—
M

a
n

—

B
g

a
w

m
n

w
il—

w
f
if

は
な
い
0

で
あ
る
6
.
耍
す
.る
に
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
い 

て
は
職
'業
別
財
産
の
差
興
、
所
得
の
高
低
を
以
て
階
級 

別
の
標
準
^

は
し
な
い
。
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
從
へ
ば
階 

級
は
經
濟
的
發
達
の
過
程
に
お
け
る
產
物
で
、
當
時
の
.

： 

經
濟
組
織
か
ら
發
生
す
る
共
同
利
害
の
所
產
で
あ
る
。
；
 

然
ら
.ば
、
階
級
は
如
何
に
し
て
發
達
し
た
か
。
こ
れ
が 

次
の
問
題
で
あ
る，
o (c

u
n

o
w

.  

A
.  

a
.  

p
 S

s
.  

5

パ
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)

(

未

完)

H

ン
グ

ル

ス

の

ロ

ォ

ド

ベ

ル

v
:
:
v
ト

ス

批

評

(

ニ
、完)

,

:

小

泉

信

三

ロ
オ
ド
べ
ル
ト
ス
は
謂
ふ
、

.

第
二
の
條
件
に
就
て
云
ふ
ビ
、
券
而
に
證
明
せ
ら
れ 

て
ゐ
る
價
値
が
實
際
に
途
易
上
に
存
在
す
る
や
ぅ
に
す

责
ド
べ

;v
トス批評
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